
 

久
喜
市
で
は
、
各
種

の
税
金
や
料
金
な
ど 

の
滞
納
分
が
、
約
３ 

２
億
５
０
０
０
万
円

あ
り
ま
す
。 

市
は
債
権
回
収
を
強
め
る
目
的
で

条
例
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
、「
悪

質
事
例
」
と
「
払
い
た
く
て
も
払
え

ず
に
滞
納
し
て
い
る
市
民
」
と
が
明

確
で
は
な
く
、
私
債
権
な
ど
の
「
延

滞
金
」
を
今
後
ど
う
す
る
の
か
、
時

効
を
債
務
者
が
主
張
し
て
い
な
い
時

の
対
応
策
な
ど
の
方
針
は
「
ま
だ
こ

れ
か
ら
」
で
す
。 

今
後
、
市
は
「
行
方
不
明
の
滞
納

者
を
も
裁
判
に
か
け
る
こ
と
も
あ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
点
で

不
明
点
が
多
く
、
現
状
で
は
市
民
へ

の
不
利
益
が
大
き
い
と
考
え
、
反
対

し
ま
し
た
。 

 

杉
野 

お
さ
む 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

平
成
28
年
４
月 

「
理
科
大
」
が
撤
退
す 

る
中
、
副
市
長
か
ら 

議
会
各
会
派
へ
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
側
か
ら
「
敷

地
の
４
割
と
施
設
（
評
価
額
約
５０
億

円
）
を
久
喜
市
に
無
償
譲
渡
し
、
残

り
は
物
流
施
設
開
発
の
企
業
に
売
却

し
た
い
。
土
地
の
『
用
途
変
更
』
を

し
て
ほ
し
い
」
と
の
要
請
が
あ
り
、

市
は
議
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
な
ら

こ
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
い
と
の
こ

と
で
す
。
今
後
は
、
議
会
に
「
用
途

変
更
」
が
「
議
案
」
と
し
て
提
出
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
市
民
が
意
見
表

明
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
石
田 

と
し
は
る 

 

２
０
１
５
年
度
、
社
会
保
障

推
進
協
議
会
（
社
保
協
）
の
自

治
体
要
請
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
６

月
２３
日
、
第
２
庁
舎
で
開
か
れ

ま
し
た
。
当
日
、
加
盟
団
体
の

代
表
ら
４２
人
が
参
加
し
、
特
に

次
の
要
請
項
目
を
中
心
に
懇

談
、
具
体
的
な
現
状
や
回
答
事

項
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。 

国
保
税
、
医
療
制
度
で
は
久

喜
市
の
国
保
税
は
、
県
内
で
も

２
番
目
に
高
い
負
担
で
あ
り

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
。
ま
た
国

に
国
庫
負
担
を
も
と
に
戻
す

よ
う
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と

要
請
。こ
の
点
で
は
引
き
下
げ

は
難
し
い
が
減
免
制
度
の
徹

底
、
滞
納
者
へ
の
丁
寧
な
対
応

な
ど
を
図
り
た
い
と
回
答
。 

介
護
保
険
制
度
の
改
善
で

は
、
新
総
合
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
対
応

し
た
い
。
特
養
ホ
ー
ム
の
利
用

制
限
（
介
護
度
３
以
上
）
は
増

床
で
１
０
０
１
床
と
な
る
。そ

の
中
で
経
過
を
見
な
が
ら
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
回
答
。 

認
可
保
育
所
の
拡
充
で
は
、

 

今
回
補
正
予
算
に
計 

上
さ
れ
た
「
社
会
・ 

税
番
号
制
度
」
マ
イ 

ナ
ン
バ
ー
は
、
生
年 

月
日
か
ら
職
業
、
年

収
、
預
貯
金
に
い
た
る
様
々
な
個
人
情

報
が
デ
ー
タ
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
丸
裸
に
な
り
ま
す
。
企
業

に
も
、
従
業
員
、
家
族
の
情
報
ベ
ー
ス

に
個
人
番
号
の
記
載
保
存
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
大
量
の
情
報
が
漏
え
い
す

れ
ば
、
抹
消
、
原
状
回
復
は
不
可
能
で

す
。
年
金
機
構
の
大
量
個
人
情
報
漏
れ

や
、
米
国
で
の
４
０
０
万
人
の
情
報
漏

れ
は
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
犯

罪
な
ど
に
悪
用
さ
れ
た
場
合
の
責
任
所

在
な
ど
明
ら
か
で
な
く
、
問
題
山
積
で

中
止
す
べ
き
で
す
。 

渡
辺 

ま
さ
よ 

  

 
 
 
 
 
 

「
労
働
者
派
遣
法
改 

正
案
・
労
働
基
準
法 

改
正
案
の
撤
回
を
求 

め
る
意
見
書
」
が
「
市

民
の
政
治
を
進
め
る
会
」
か
ら
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
派
遣
法
は
企
業
が
永
久
に

派
遣
労
働
者
を
使
い
続
け
る
こ
と
が
で

き
、
正
規
社
員
へ
の
道
を
閉
ざ
す
も
の

で
す
。
ま
た
、
基
準
法
改
正
案
は
、
労

働
時
間
規
制
を
な
く
し
、
「
残
業
代
ゼ

ロ
」
の
制
度
、
長
時
間
労
働
が
蔓
延
し
、

過
労
死
・
過
労
自
殺
が
増
え
る
こ
と
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
所
得
１
０
７
５
万

以
上
と
い
う
が
、
将
来
的
に
は
年
収
４

０
０
万
以
上
を
対
象
に
す
る
と
も
言
わ

れ
、
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

意
見
書
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

へ
い
ま 

益
美 
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名
目
的
な
待
機
児
童
は
い
な
い

が
、
潜
在
的
待
機
児
童
（
希
望

の
保
育
園
に
入
れ
な
い
）
は
４

月
現
在
で
７２
人
い
る
。
今
後
、

鷲
宮
駅
前
で
の
開
園
な
ど
計
画

し
、
実
質
的
な
解
消
に
努
力
し

た
い
と
回
答
。 

生
活
保
護
の
要
請
で
は
「
書

類
が
整
わ
な
い
こ
と
や
自
動
車

所
有
や
借
金
で
の
申
請
拒
否
を

す
る
な
」
と
要
請
。
窓
口
で
は

氏
名
と
住
所
で
も
受
け
付
け

る
。
自
動
車
や
借
金
で
の
申
請

拒
否
は
機
械
的
に
し
な
い
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。 

久
喜
市
議
会
で
は
、
６
月
議
会
の
最
終

日
、
日
本
共
産
党
・
市
民
の
政
治
を
進
め
る

会
・
無
会
派
の
共
同
で
「
「
戦
争
法
」
制
定

に
反
対
す
る
意
見
書
」
を
提
出
。
質
疑
、
採

決
が
行
わ
れ
、
新
政
久
喜
・
公
明
党
の
反
対

で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
討
論
の
中
で
、
①
憲
法
９

条
を
破
壊
す
る
「
戦
争
法
案
」
。
②
米
国
追

随
の
安
倍
政
権
。
③
歴
史
逆
行
性
の
政
府
で

あ
る
。
こ
と
を
指
摘
し
「
海
外
で
戦
争
す
る

国
へ
暴
走
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
主
張
。 

若
者
を
戦
場
に
送
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
思
い
は
、
思
想
信
条
の
違
い
を
超
え
て
、

全
国
民
の
願
い
。
議
員
各
位
も
そ
の
思
い
は

同
じ
で
あ
る
の
で
は
と
訴
え
、
意
見
書
へ
の

賛
同
を
求
め
ま
し
た
。 

 

２
０
１
５
年 

社 

保 

協 

 

○賛成
×反対

杉野おさむ 共産党 ○
渡辺まさよ 〃 ○
石田としはる 〃 ○
へいま益美 〃 ○
猪俣和雄 市民の政治 ○
川辺義信 〃 ○
田中　勝 無会派 ○
岸　輝美 新政久喜 ×
鈴木松蔵 〃 ×
柿沼繁男 〃 ×
大谷和子 〃 ×
春山千明 〃 ×
並木隆一 〃 ×
山田達雄 〃 ×
宮崎利造 〃 ×
園部茂雄 〃 ×
成田ルミ子 〃 ×
平澤健一郎 〃 ×
冨澤孝至 〃 ×
新井　兼 〃 ×
貴志信智 〃 ×
岡崎克己 公明党 ×
矢崎　康 〃 ×
戸賀崎博 〃 ×
斎藤広子 〃 ×
丹野郁夫 〃 ×

氏名 会派

意見書に対する各議員の態度

 


